
１ 学会・大学・講演会等での発表

「送金決済サービスの現状と利用者の意識」（信越郵政研修所１月２９日）

「ウェブサイト・ユーザビリティの評価要素と当該要素の公的機関への適用に関する調査研究」

（東海総合通信局１月２２日）

「欧米における郵便事業動向―郵便と配達の経済学に関する会議から―」

（信越郵政研修所２月５日）

２ 報告書等の発行

「IPTPトピックス」（適宜）

「日本経済地域見通しに関する調査研究」

「金融変革―コミュニケーションの視点から―」ディスカッションペーパー

「金融革新と人間の安全保障」ディスカッションペーパー

「ウェブサイト・ユーザビリティの評価要素と当該要素の公的機関への適用に関する調査研究」

ディスカッションペーパー

３ 広報活動

� Ｐ―sat放映

「デジタルパーク郵政館」（毎週木曜日放映）

� 新聞・雑誌・学会誌等への掲載

「米国世帯の郵便利用動向」（通信文化新報１月３０日）

「デフレ（デフレーション）」（かんぽ資金１月号）

「９月の地域経済総合指標の動き」（かんぽ資金１月号）

「ユニバーサルサービス制度改革の便益」（情報通信ジャーナル１月号）

「江戸の町を描いた錦絵」（郵政１月号）

「厚生年金基金の解散と代行返上の動き」（かんぽ資金２月号）

「１０月の地域経済総合指標の動き」（かんぽ資金２月号）

「情報通信の産業競争力：政府の役割、民間の役割」（情報通信シンポジューム）の開催について

（情報通信ジャーナル２月号）
せいいんほんしょうゆうびんけつ ぎ ぼ

郵便創業時の起案文書「正院本省郵便決議簿」（郵政２月号）

外国切手に掲載された人物「目でみる世界人物百科」第１巻～５巻

（株式会社日本図書センター刊）

４ ていぱーくの特別展

・第３５回手紙作文（絵手紙部門）及び第５２回全日本年賀状版画・絵手紙コンクール中央展

郵政研究所通信
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３月１日（土）～３月９日（日）

手紙や年賀状の交換により心の通い合うコミュニケーションを広めようと募集した楽しく個性豊

かな作品の中から入賞作品約１，６００点を展示します。

・春休みこども大会「コミックボンボン スーパーキャラクターフェスティバル」

３月２０日（木）～３月３０日（日）

講談社発行の人気少年コミック誌「コミックボンボン」の世界から、人気キャラクター別のイベ

ントやマジックショー＆ゲーム大会、工作教室など春休み中の子供達が友達や家族と一緒に楽し

める数々のイベントを開催します。

◆ Opinion―読者の声― ◆

本号に掲載した論文等について、皆様からのご意見をお寄せください。所属先及び氏名を明記の

上、下記のあて先にお送り願います。

【御意見等のあて先】

〒１０６―８７９８ 東京都港区麻布台１―６―１９ 総務省郵政研究所 研究交流課

TEL：０３―３２２４―７３１０ FAX：０３―３２２４―７３８２

E-mail：www-admin@iptp.go.jp

郵政研究所では、研究の成果を随時インターネットで公開しています。どうぞご覧下さい。

郵政研究所ホームページアドレスはこちら→ http:／／www.iptp.go.jp／

編集後記

時代は昭和から平成に変わろうとしている頃。昭和６３年（１９８８年）６月１０日に郵政研

究所が発足し十余年。本月報は同年１１月に創刊し、この平成１５年３月までに、通算１７４

号の発行を数えました。

この間、様々な環境の変化がありましたが、本年４月、日本郵政公社の設立に伴い、

郵政研究所月報は今月号をもって最終号となる運びとなりました。

郵政研究所月報の永らくの御愛読、誠にありがとうございました。また、御執筆を賜

りました皆様に対しまして、この場をお借りし改めて深く感謝いたします。

ありがとうございました。

（紺野）
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